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研究成果の概要（和文）：　本研究は近現代日本の政策金融および協同組合金融の発展とそれによる公共財の整
備を見ることで、それらの制度と金融機能がいかに地方経済発展に資すものであるかを確認しようとするもので
あった。
　本研究助成期間中はコロナ禍に見舞われたこともあり、一次資料の収集の面では当初計画を一部変更せざるを
えない部分があった。一方でその分、日本国内および英語圏における研究内容のアウトリーチ活動を進めること
ができた。今回の成果を踏まえ、日本における少額金融の発達は地域経済の発展と公共財整備に資するものであ
るという、この知見を今後もより広く発信し、また具体的実証を積み重ねていく。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to analyze the socio-economic function of finance by 
government and cooperatives in Japan. These non-profit financial organizations provided 
micro-finance and public investment for local economy since modern period.
Unfortunately the research schedule has been changed due to the pandemic of Covid19, so the research
 couldn’t collect enough primary resources for fulfilling the original purpose. On the other hand, 
translation process of the book about micro-finance system in modern Japan progressed with the 
changed schedule. 

研究分野： 日本経済史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果の中には近代日本の少額金融の発達に関する著作の英訳が含まれている。これによってこれまで日
本語中心でしか発信されてこなかった日本の大衆貯蓄とその投資による公共財整備に関する知見が、より国際的
に発信することが可能になる。
　また、地域社会に保管されている一次史料の利用を通じて、地域における市民的活動と学術的研究活動を接続
することで、より実践的な学問のアウトリーチ活動を行うことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は道路・市場・公営住宅や農地整備といった、人々の生活を支えその水準を向上させる

に必要な、しかしその形成に企業経営による利益の絡みづらい公益的なインフラストラクチャ
ーの整備にあたって、近現代日本において政策金融、とりわけ郵便貯金を原資とした大蔵省預金
部資金（戦後は資金運用部資金）と、政策金融とも連携を持った系統金融と呼ばれる農協をはじ
めとした協同組合金融が、どのような役割を果たしたのかを検討しようとするものであった。 
なぜなら日本経済史の研究史の中で、生活インフラの整備をはじめとした、政府による公共財

整備の問題は、これまでそれ自体が一つのトピックとして扱われることはほとんどなかったか
らである。これまでの日本経済史は公共財整備としての財政による投融資を、それ自体を主要概
念として扱ってくることはなく、また協同組合組織による金融についても、公的金融とも銀行な
どの営利企業による民間金融とも異なる金融として昨今国際的には社会的企業による金融とし
て注目されつつあるものの、日本国内ではこうした非営利組織による組織による投資と金融が
社会においてどのような役割を果たしてきたのかに関する分析は、経済史的文脈においても経
済理論的文脈においても数少ない状況にあった。 
 政策金融および協同組合金融が日本経済にもたらしてきた社会経済的影響は、その重要性に
も関わらずあまり知られていない状況にあったのである。 
 
２．研究の目的 
 これまでの日本経済史の蓄積の中では、公共財に関する研究というとインフラ産業それぞれ
の個別産業分野に関する研究の形で蓄積されてきた。また、こうした公共財整備を金融面から一
括して捉えたものとなるはずである政策金融自体についての先行研究――戦後になっていわゆ
る政策金融と呼ばれるに至った、郵便貯金を原資とする預金部(資金運用部)や公庫による金融に
関する研究も歴史的立場から分析した研究がいまだ少ないのが現状である。そして、協同組合金
融に関しては、これ自体を民間金融や政策金融と同等に戦後史の中で位置づけて史的分析を行
ったものがまず少ない。したがって、社会的認知度もまだまだ高くなく、地域経済振興政策など
の中でもこれらの金融制度が省みられることはまずない。このように公共財としての政策金融・
協同組合金融に関する研究蓄積自体が少ないことを踏まえ、本研究では一次史料に基づいた具
体的実証分析を積み重ねていくと同時に、研究に関するアウトリーチ活動を進めて行った。 
 それはこうした知見を深め、日本における公共財整備の実態とその経済的影響を金融面から
明らかにすることによって、本研究は日本経済史に対するだけでなく、より広い学術分野に貢献
することができると考えたからである。なぜなら、これまでのインフラに関する研究蓄積をこの
ように公共財の整備として横断的に捉えることで、経済史の立場から経済学理論に対して財政
支出の役割と影響を実態的に提示することができると共に、政策金融および協同組合が持つ社
会的資本としての影響力そのものを分析することが可能になり、各種政策議論にも基盤知識を
提供する形で資することができるからである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は歴史学の方法を用いる実証分析が基盤となる。そのため、基礎的な統計データの収集
と地域現場に保存された一次史料の閲覧・撮影による資料収集がどちらも必要であった。 
 そのため本研究では、各地の図書館・文書館に収蔵された府県統計書や地方新聞資料などを確
認して必要な統計データを改めて確保すると共に、様々な地域の一次史料を調査した。 
 長野県東御市に保管されている旧和村関係史料および深井家史料、同県阿智村に保管されて
いる旧清内路村政史料、清内路郵便局史料などに基づき、東京大学社会科学研究所が保管する公
共工事事業資料と合わせて情報を集めた。もっとも、長野県関係資料の調査と収集は、本研究の
助成期間がコロナ禍と重なってしまったために当初予定ほどには進めることができなくなって
しまった。これらの資料群の再調査と分析は今後の課題である。一方で兵庫県加古川市の旧稲岡
商店史料群はコロナ禍においても調査・閲覧が比較的継続可能であったため、同地域における情
報インフラや金融インフラに関する資料収集を重点的に実行していくことになった。 
 また、政策金融および協同組合金融の日本における普及に関する知見を日本国内および国際
的に発信していくための活動を積極的に行っていった。 
 
４．研究成果 
 本研究課題の遂行の中で、2024 年 5 月時点までに確定させることができた成果は以下のよう
なものである。 
 まず長野県阿智村に保管されている旧清内路郵便局資料に関して、目録の作成が概ね完了し
た。本研究助成期間中の刊行は間に合わなかったが、近日中の目録刊行が予定されている。また、
同資料群および旧清内路村内の他の家文書と合わせて、清内路村における道路インフラ整備・共
有森林資源管理事業および産業組合設立に関する知見が蓄積された。コロナ禍による作業進捗
遅延が生じたために研究成果としてのとりまとめが遅れているが、近日中に発表予定である。 
 一方で兵庫県加古川市の旧稲岡商店史料に関しては、地域における情報インフラや金融イン



フラなどの分析を行う前提として、まず同社の経営分析を行った。地方経済における在来産業的
な綿織物工業企業である同社の経営の分析を通じて、地域経済から国際市場への輸出をスムー
ズに行うにあたって必要な地域のインフラがどのようなものであったのかを今後割り出してい
く予定である。 
 また、研究成果の国際発信のために国際学会報告を行うだけでなく、著作の英訳を行った。こ
ちらについても助成期間中の発刊には間に合わなかったが、2024 年度中の発行を予定している。
これにより、近代日本における政策金融と協同組合金融の制度整備とその地域経済への影響の
重要性を、日本国内だけでなく英語圏に対しても発信することができるようになった。 
 本研究課題は助成期間の情勢上、思うように資料調査を予定通り行うことができず、その関係
で当初の計画とは異なる計画を再設計せざるを得なかった。そのため、各地の公共財整備に関す
る一次資料の収集は当初予定ほどは進まなかったという限界がある。代わりに国際発信に向け
た取組は進んだものの、今後は改めてこれらの資料の収集と分析を目指し、政策金融と協同組合
金融の社会経済的意義に関する分析を更に推し進めていく予定である。 
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